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教頭 小林 奈美『枇杷とムクドリ』

６月１０日（火）に小学部５年「みんなのじかん」で、ちいさいるぅちぇさんに来
ていただき、音楽的活動を行いました。テーマは雨で、プラスチックボウルの中
の雨に手を入れる活動、レインスティックを鳴らす活動、ビニール傘に吊るされ
た雨を見る活動、『あめふりくまのこ』のお話を聞く活動、トーンチャイムを聞く活
動をしました。 トーンチャイムでは、あおばまるの武智さんも一緒に演奏してくだ
さいました。
子どもたちは、ちいさいるぅちぇさんとの活動に興味津々の様子で、雨に触れ
たり、レインスティックを一緒に鳴らしたり、ビニール傘の雨を見たり、お話やトー
ンチャイムを聞いたりしていました。９月１６日（火）には、トトリネコさんとの地域
との交流授業が行われる予定なのですが、６月１０日（火）にトトリネコさんも来
校し、交流授業を見学してくださいました。
最後は、小学部５年（A・B部門）・ちいさいるぅちぇさん、武智さん、トトリネコさ
んの、みんなで『にじ』の曲でパラバルーンをして楽しい時間を過ごしました。

新学期がスタートして間もなくのころ、あおば支援学校近くに植えられてい
る枇杷の木に沢山の実がなっていました。ある朝、数羽のムクドリが木にとま
り枇杷の実をついばんでいました。枇杷の実とムクドリの嘴と足がオレンジ色、
びわの葉が濃い緑色で、そのコントラストが美しく、どこかで見たことの
ある南国植物とオオハシ鳥の絵を思い出しました。思いがけず出会った色鮮
やかな光景に、清々しさを感じたひとときでした。

季節は進み、早めに訪れた暑さの影響もあってか、
一学期の授業の中で種から育て観察を続けている
植物たちが、グングン成長している様子です。梅雨
が明けると夏本番が訪れ、暑さ
が更に増すと思われますが、花
や実が育つ次の時季を、また心
待ちにしたいと思います。

枇杷とムクドリ 南国植物とオオハシ鳥
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みんなでさつまいもをうえたよ！

小Aの１～４年生、５～６年生の
「せいかつ」の授業でさつまいもの
苗をプランターに植えました。

土をたくさん触ったり、苗の葉っぱを触ったりしながら
「おおきくなあれ」の気持ちを込めて１人１本ずつ植えました。自分の力で
穴を掘って苗に土をかけたり、先生と協力して苗をそーっと土の上に置い

たりしました。苗の葉のにおいをかごうと顔を近づける児童や
葉っぱをブチブチちぎる児童がいたり、手が汚れないように
シャベルを使って苗に土をかける児童、
自分の手を使って豪快に土を触る児童が
いたりと、それぞれが得意な方法で
「土」に触って「さつまいもの苗」を
植えることができました。

収穫するのが楽しみです！

4月２４日～２６日に伊勢・志摩方面へ修学旅行へ行ってきました！！2年生
から事前学習を通して伊勢・志摩の観光や食事、文化などをグループで調
べてきました。修学旅行のテーマソング「ラ♡ラ♡ラ いせしま」を歌って修学
旅行のスタートです。一日目はランチビュッフェと鳥羽水族館。美味しい料理
にかわいいジュゴン、ホテルの大浴場もとても気持ちよかったです。二日目
はスペイン村へ。朝から「OLA！」とスペイン語であいさつをしている生徒も
いました。グループで決めたアトラクションを楽しみ、午後は菊池パールで真
珠取り出し体験も行いました。三日目は伊勢神宮とおかげ横丁を散策し、お
土産も自分たちで選んで買うことができました。これまでの学習を活かした、
最高の思い出となる修学旅行でした。

５月22日～23日に相模原市にある藤野芸術の家へ宿泊学習に行ってき
ました。１日目に入村式でレクリエーションをしたり、野外炊事でカレーを
作ったりしました。入村式では様々なダンスを踊ったり歌を歌ったり○×ゲー
ムをしたりして楽しみました。カレー作りでは野菜をカットしたり、火おこしに
も挑戦したりして、美味しいカレーを作ることができました。２日目では工房
体験でサンドブラストや木工体験を経験しました。生徒一人ひとりのオリジ
ナルな作品が完成しました。宿泊学習はとてもいい思い出になりました。


